










































































































































月 29 日 ) としてとりまとめられ、(1) わかりや
すい情報提供、(2)情報伝達手段の強化、(3)気
象庁と関係機関の連携強化の３つがおこなわ
れることになりました。また、最終報告に向け
ての検討課題も示されました(http://www.jma.
go.jp/jma/press/1411/29a/yochiren_joho_
kinteigen141129.html) 。
　一方、科学技術及び学術の振興に関する重要
事項を調査審議する科学技術・学術審議会測地
学分科会地震火山部会では、御嶽山の噴火を踏
まえた火山観測研究の課題を真摯に受け止め、
今後の対応として、（1）御嶽山における観測研究
体制、（2）火山観測研究全体の方向性、（3）戦略
的な火山観測研究体制、（4）火山研究者の人材育
成、（5）防災・減災対策への貢献についての対応
が11月28日に取りまとめられました（http://
www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/
gijyutu6/toushin/1353717.htm）。
　このように、活火山の観測や研究、防災対策
に関わる重要な提言や取りまとめが2014年に
なされました。火山災害の歴史を振り返ったと
き、2014 年は「火山観測研究の節目」となった
年になると感じています。
　防災科学技術研究所においても、４年目の第
3期中期研究計画「火山活動の観測予測技術開
発」を着実に進展させる一方、より効果的な防
災・減災に貢献できるよう次期中期研究計画に
おいては火山観測・噴火予測・火山防災対策の
三位一体の研究に取り組んでいかなければなら
ないと考えます。
　末文となりましたが、御嶽山2014年噴火の
犠牲者の方々にご冥福をお祈りするとともに、
被害に遭われたすべての方々にお見舞い申し上
げます。
地震・火山防災研究ユニット　契約研究員　長井 雅史
任期付研究員　三輪 学央
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